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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一の基板に、液晶層に電圧を印加するための走査電極と信号電極と画素電極と薄膜ト
ランジスタとを設け、
　第二の基板に対向電極を設け、
　これら一対の基板間に、液晶と、活性エネルギー線または活性エネルギー線と熱の組み
合わせにより重合し得る重合性化合物とを含む液晶組成物を配置し、
　当該信号電極および走査電極の少なくともいずれか一方と画素電極との間隙上における
液晶分子が、当該信号電極および走査電極の少なくともいずれか一方から当該画素電極の
方向に傾いているようになした状態で、電極間に電圧を印加しつつまたは印加せず、活性
エネルギー線の照射または活性エネルギー線の照射と熱とにより当該重合性化合物を重合
させ、
　前記画素電極と前記対向電極の間の電位差が、前記信号電極および走査電極の少なくと
もいずれか一方と当該対向電極との間の電位差より大きくなるように各電極に電圧を印加
しながら重合性化合物を重合させる、
液晶表示装置の製造方法。
【請求項２】
　前記信号電極および走査電極の少なくともいずれか一方と前記画素電極との間に設けら
れた絶縁層の厚さを調節することにより、前記信号電極および走査電極の少なくともいず
れか一方と画素電極との間隙上における液晶分子が、当該信号電極および走査電極の少な
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くともいずれか一方から当該画素電極の方向に傾いているようになす、請求項１に記載の
液晶表示装置の製造方法。
【請求項３】
　前記信号電極および走査電極の少なくともいずれか一方と前記画素電極との間に設けら
れた絶縁層を複数の層により形成する、請求項２に記載の液晶表示装置の製造方法。
【請求項４】
　前記複数の層として無機材料の層と有機系材料の層とを使用する、請求項３に記載の液
晶表示装置の製造方法。
【請求項５】
　前記信号電極および走査電極の少なくともいずれか一方と前記画素電極との間に設けら
れた絶縁層の厚さを１～５μｍの範囲にする、請求項１～４にいずれかに記載の液晶表示
装置の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置、たとえば、液晶と、活性エネルギー線または活性エネルギー
線と熱の組み合わせにより重合し得る重合性化合物とを含む液晶組成物を２枚の基板間に
有し、液晶に電圧を印加または電圧を印加しない状態で重合性化合物を重合させ、液晶分
子の配向方向を規定する液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　アクティブマトリックスタイプの液晶ディスプレイはＴＮモードが主流であったが視野
角特性が狭いという弱点があった。そこで現在では、広視野角液晶パネルにはＭＶＡ（Ｍ
ｕｌｔｉｄｏｍａｉｎ－Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）モードとＩＰＳ（Ｉｎ
－Ｐｌａｎｅ－Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）モードと呼ばれる技術が採用されている。
【０００３】
　ＩＰＳモードは櫛形電極によって液晶分子を水平面内でスイッチングするが、櫛形電極
は開口率を著しく低下させるので強力なバックライトが必要である。
【０００４】
　ＭＶＡモードでは、液晶分子を基板に垂直に配向させ、突起または透明電極（たとえば
ＩＴＯ：インジウム－錫酸化物）に設けられたスリット（抜き）によって液晶分子の配向
を規定する。一般的に言えば、広幅のスリットの場合は液晶分子がスリットに直交する方
向に沿って配向するが、狭幅のスリット（微細スリット）の場合は液晶分子がスリットと
平行な方向に沿って配向する。
【０００５】
　現在のＭＶＡは広視野角化のため、電圧印加時に液晶分子が信号電極および走査電極よ
りなるバスラインに対し４５゜、１３５゜、２２５゜、３１５゜の４方向に倒れるよう、
突起やＩＴＯスリットを複雑な形状に配置している。この技術では、電圧を印加すると液
晶分子が微細スリットと平行な４方向へ倒れて安定し、配向分割を実現することができた
。
【０００６】
　また、突起を廃し、電圧印加時に、ＩＴＯスリットにより、液晶分子が４方向に倒れる
、図２のような構造を採用し、この際、液晶分子が倒れる方向がＩＴＯ端の電界によって
決定されることに起因する、画素中央部に向かって液晶分子が倒れる方向が伝播する際の
応答時間を、重合性化合物を含む液晶組成物を基板間に注入し、電圧を印加した状態で重
合性化合物を重合して液晶分子の倒れる方向を記憶させることにより短縮させ、表示のス
イッチング性を向上させる技術も開発されている（特許文献１参照。）。
【０００７】
　しかし、このような複雑な配置を採用しても、液晶表示装置の表示画面を直視する方向
から見た場合に、画素電極と信号電極および走査電極の少なくともいずれか一方との間に
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存在する隙間の近傍においては、液晶分子の配向に乱れが生じる。すなわち、画素電極が
信号電極および走査電極の少なくともいずれか一方と面する辺は、これらの電極と平行に
なっており、液晶分子が電極に向かって傾斜しようとする性質を有するため、これらの辺
（画素電極端部）付近の液晶分子の倒れる方向が信号電極および走査電極の少なくともい
ずれか一方に対して垂直な方向となり、このため、この画素電極端部近傍の液晶分子の配
向状態が安定せず、ディスクリネーションが発生し、表示状態が変動してしまうのである
。
【０００８】
　この対策として、補助的な突起を配置して配向を制御するとともに、配向変動部分を遮
光層（ブラックマトリックス）によって遮蔽する方法があるが、開口率が低下するという
問題が新たに生じる。
【０００９】
　このように、ＭＶＡの突起やスリットによる実質開口率の低下はＩＰＳの櫛形電極ほど
ではないが、ＴＮモードに比べると液晶パネル（表示パネル）の光透過率が低い欠点があ
る。このため、低消費電力が要求されるノート型パーソナルコンピュータには採用するこ
とができていないのが現状である。
【００１０】
　さらに、重合性化合物を含む液晶組成物を基板間に注入し、電圧を印加した状態で重合
性化合物を重合させる技術に関しては、図１－Ａに示すようなパターンで長時間駆動する
と、図１－Ｂのように、「焼き付き」と呼ばれる表示不良が発生するという問題点がある
。焼き付きとは、図１－Ａのような白黒の格子パターンを液晶パネルの表示領域に長時間
表示した後、全面を所定の中間調表示にした時に、図１－Ｂのようにタイルパターンが表
示上に残ってしまう現象を指す。
【００１１】
　ここで、焼き付き率を次のように定義している。
【００１２】
　焼付き率α＝（（β－γ）／γ）×１００（％）
　　β：長時間表示後の白表示領域の輝度
　　γ：長時間表示後の黒表示領域の輝度
　これは、液晶表示装置を長時間使用している間に、電圧印加部（ノーマリブラックの時
は、白表示時）ではプレチルト角が変化し、容易には元に戻らない現象で、このプレチル
ト角の変化は、長時間駆動時のバックライト光により、重合後に液晶層中に残存していた
重合性化合物がさらに重合した結果、液晶配向を規定する度合いが変化したためと考えら
れている。
【００１３】
　一般的な使用状況であれば、２日後の焼きつきが２％以下であれば十分許容されるレベ
ルであり、特に、長時間同一画面を表示させるような特殊用途・特殊使用状況までを考慮
すると、液晶パネルの焼付き率が１ヶ月間の間０％であれば実用上問題と考えられる。従
って、一般的には１ヶ月間の焼付き率０％が好ましい。
【００１４】
　さらに、液晶層への液晶や液晶組成物の注入に関しては、特に灰色表示において液晶注
入口の反対側にハの字状の異常部分が表われることがあるという問題がある。液晶パネル
の模式的平面図である図１２にこの様子を示す。符号１２２は液晶層の周りにあるシール
壁であり、符号１２３はこの液晶層に液晶組成物等を封入するための液晶注入口である。
ハの字状の異常部分１２１は、液晶注入口の反対側に表われている。
【００１５】
　これは、注入された液晶または液晶組成物がシール壁起因の汚染物質を収集することが
一つの原因であると考えられている。すなわち、汚染物質を収集した液晶または液晶組成
物は、注入口と反対側にあるシール壁に到達したのち跳ね返るが、この跳ね返った部分に
汚染物質が集中する結果、異常表示部分を形成しているものと考えられる。図１３は、液
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晶パネルの模式的平面図において、汚染物質を収集した液晶または液晶組成物の跳ね返り
の様子を矢印で模式的に表した図である。
【特許文献１】特開２００３－１４９６４７（特許請求の範囲）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　上記問題に鑑み、本発明は、液晶分子の配向の乱れを防止し、液晶パネルの表示性能を
改良する技術を提供することを目的としている。また、「焼き付き」表示不良を改善する
ことを目的としている。また更に、液晶または液晶組成物の注入に起因すると思われる表
示異常を改善することを目的としている。
【００１７】
　本発明のさらに他の目的および利点は、以下の説明から明らかになるであろう。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　本発明の一態様によれば、第一の基板に、液晶層に電圧を印加するための走査電極と信
号電極と画素電極と薄膜トランジスタとを備え、第二の基板に対向電極を備えた一対の基
板間に、液晶と、活性エネルギー線または活性エネルギー線と熱の組み合わせにより重合
し得る重合性化合物とを含む液晶組成物を配置し、信号電極および走査電極の少なくとも
いずれか一方と画素電極との間隙上における液晶分子が、その、信号電極および走査電極
の少なくともいずれか一方から画素電極の方向に傾いているようになした状態で、電極間
に電圧を印加しつつまたは印加せず、活性エネルギー線の照射または活性エネルギー線の
照射と熱とにより重合性化合物を重合させてなる液晶表示装置が提供される。本発明態様
により、液晶分子の配向の乱れを防止し、液晶パネルの表示性能を改良した液晶表示装置
が提供される。
【００１９】
　本発明の他の一態様によれば、液晶層に電圧を印加する電極と液晶分子を垂直に配向さ
せるための垂直配向制御膜とを備えた一対の基板間に、液晶と、活性エネルギー線または
活性エネルギー線と熱の組み合わせにより重合し得る重合性化合物とを含む液晶組成物を
配置し、電極間に電圧を印加しつつ、活性エネルギー線の照射または活性エネルギー線の
照射と熱とにより重合性化合物を重合させて、液晶分子にプレチルト角を持たせた液晶表
示装置において、重合後に液晶相中に残存している重合性化合物量が、液晶１００重量部
に対して０．０５重量部以下である液晶表示装置が提供される。本発明態様により、「焼
き付き」表示不良が改善された液晶表示装置を提供できる。
【００２０】
　本発明の更に他の一態様によれば、一対の基板間に、液晶注入口を有する第一のシール
壁と、この第一のシール壁により囲まれた液晶層と、液晶層中にあって、画像を表示する
表示部と、その周辺にある非表示部とを有し、非表示部における液晶層の厚さが画像表示
部における液晶層の厚さより大きく、非表示部のうち液晶注入口と反対側の位置に、第二
のシール壁を設けた液晶表示装置が提供される。本発明態様により、液晶または液晶組成
物の注入に起因すると思われる表示異常を改善した液晶表示装置を提供することができる
。なお、上記液晶表示装置に関する態様を組み合わせて使用することもできる。
【００２１】
　本発明の更に他の一態様によれば、第一の基板に、液晶層に電圧を印加するための走査
電極と信号電極と画素電極と薄膜トランジスタとを設け、第二の基板に対向電極を設け、
これら一対の基板間に、液晶と、活性エネルギー線または活性エネルギー線と熱の組み合
わせにより重合し得る重合性化合物とを含む液晶組成物を配置し、信号電極および走査電
極の少なくともいずれか一方と画素電極との間隙上における液晶分子が、信号電極および
走査電極の少なくともいずれか一方から画素電極の方向に傾いているようになした状態で
、電極間に電圧を印加しつつまたは印加せず、活性エネルギー線の照射または活性エネル
ギー線の照射と熱とにより重合性化合物を重合させる、液晶表示装置の製造方法が提供さ
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れる。本発明態様により、液晶分子の配向の乱れを防止し、液晶パネルの表示性能を改良
した液晶表示装置を製造することができる。
【００２２】
　本発明の更に他の一態様によれば、液晶層に電圧を印加する電極と液晶分子を垂直に配
向させるための垂直配向制御膜とを備えた一対の基板間に、液晶と、活性エネルギー線ま
たは活性エネルギー線と熱の組み合わせにより重合し得る重合性化合物とを含む液晶組成
物を配置し、電極間に電圧を印加しつつ、活性エネルギー線の照射または活性エネルギー
線の照射と熱とにより重合性化合物を重合させて、液晶分子にプレチルト角を持たせる液
晶表示装置の製造方法において、重合後に液晶相中に残存している重合性化合物量が、液
晶１００重量部に対して０．０５重量部以下になるまで重合を行う、液晶表示装置の製造
方法が提供される。本発明態様により、液晶表示装置の「焼き付き」表示不良を改善でき
る。
【００２３】
　本発明の更に他の一態様によれば、一対の基板間に、液晶注入口を有する第一のシール
壁と、この第一のシール壁により囲まれた液晶層と、液晶層中にあって、画像を表示する
表示部と、その周辺にある非表示部とを有し、非表示部における液晶層の厚さが画像表示
部における液晶層の厚さより大きく、非表示部のうち液晶注入口と反対側の位置に、第二
のシール壁を設けた液晶表示装置の製造方法が提供される。本発明態様により、液晶また
は液晶組成物の注入に起因すると思われる表示異常を改善することができる。なお、上記
各製造方法の態様を組み合わせて使用することもできる。
【００２４】
　なお、上記の液晶表示装置およびその製造方法の諸態様において、液晶分子の傾きを規
制する場合には、画素電極と対向電極の間の電位差が、信号電極および走査電極の少なく
ともいずれか一方と対向電極との間の電位差より大きくなるように各電極に電圧を印加し
ながら重合性化合物を重合させること、信号電極および走査電極の少なくともいずれか一
方と画素電極との間に設けられた絶縁層の厚さを調節することにより、信号電極および走
査電極の少なくともいずれか一方と画素電極との間隙上における液晶分子が、信号電極お
よび走査電極の少なくともいずれか一方から画素電極の方向に傾いているようになした状
態を実現すること、より具体的には、信号電極および走査電極の少なくともいずれか一方
と画素電極との間に設けられた絶縁層を複数の層から形成すること、この複数の層として
無機材料の層と有機系材料の層とを使用すること、信号電極および走査電極の少なくとも
いずれか一方と画素電極との間に設けられた絶縁層の厚さを１～５μｍの範囲にすること
、信号電極と画素電極の間に設けられた絶縁層の厚さを走査電極と信号電極の間に設けら
れた絶縁層の膜厚より厚くすること、液晶表示装置の表示画面を直視する方向から見た場
合に信号電極および走査電極の少なくともいずれか一方と画素電極との間にある液晶層接
触面のうち、第一の基板側にある面部分が、信号電極および走査電極の少なくともいずれ
か一方から画素電極に向けて下る斜面を形成すること、より具体的には、画素電極につい
て、隣り合った画素電極の間に、頂点が信号電極および走査電極の少なくともいずれか一
方の上に存在する突起を設けること、液晶表示装置の表示画面を直視する方向から見た場
合に、信号電極および走査電極の少なくともいずれか一方と画素電極とが重なり合った部
分を有するようにすること、液晶表示装置の表示画面を直視する方向から見た場合に、走
査電極に対向する部分の近傍にのみ遮光部分を設けること、第二の基板にカラーフィルタ
ーを設けること、第一の基板および第二の基板上に垂直配向制御膜を塗布すること、が好
ましい。
【００２５】
　また、上記の液晶表示装置およびその製造方法の諸態様において、重合後に液晶相中に
残存している重合性化合物量の規制に関しては、重合後に液晶相中に残存している重合性
化合物量が、液晶１００重量部に対して０．０２重量部以下であること、重合性化合物が
アクリレート基またはメタクリレート基またはその両方を有すること、特に、重合性化合
物が、アクリレート基またはメタクリレート基を、一分子に複数個有すること、液晶が、
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誘電率異方性が負の液晶であること、液晶が、電圧無印加時にほぼ垂直配向し、電圧印加
時に基板上に形成された突起または電極の抜き（スリット）により方向を規制されながら
傾斜する性質を有すること、が好ましい。
【００２６】
　また、上記の液晶表示装置およびその製造方法の諸態様において、シール壁に関しては
、第二のシール壁の材質および厚さが、それぞれ、第一のシール壁の材質および厚さと同
一であること、第二のシール壁の両端を表示部に近接または接触させること、第一のシー
ル壁と第二のシール壁との距離を、表示部と第二のシール壁との距離よりも大きくするこ
と、液晶層に、液晶と、活性エネルギー線または活性エネルギー線と熱の組み合わせによ
り重合し得る重合性化合物とを含む液晶組成物を配置し、活性エネルギー線の照射または
活性エネルギー線の照射と熱とにより重合性化合物を重合させること、重合性化合物がア
クリレート基またはメタクリレート基またはその両方を有すること、特に、重合性化合物
が、アクリレート基またはメタクリレート基を、一分子に複数個有すること、液晶が、誘
電率異方性が負の液晶であること、液晶が、電圧無印加時にほぼ垂直配向し、電圧印加時
に基板上に形成された突起または電極の抜きにより方向を規制されながら傾斜する性質を
有すること、が好ましい。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明により、高品質の液晶表示装置およびその製造方法を実現することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　以下に、本発明の実施の形態を図、表、実施例等を使用して説明する。なお、これらの
図、表、実施例等および説明は本発明を例示するものであり、本発明の範囲を制限するも
のではない。本発明の趣旨に合致する限り他の実施の形態も本発明の範疇に属し得ること
は言うまでもない。図中、同一の符号は同一の要素を表す。
【００２９】
　本発明に係る液晶表示装置は、第一の基板に、液晶層に電圧を印加するための走査電極
と信号電極と画素電極と薄膜トランジスタとを備え、第二の基板に対向電極を備えた一対
の基板間に、液晶と、活性エネルギー線または活性エネルギー線と熱の組み合わせにより
重合し得る重合性化合物とを含む液晶組成物を配置し、電極間に電圧を印加しつつまたは
印加せず、活性エネルギー線の照射または活性エネルギー線の照射と熱とにより重合性化
合物を重合させて、液晶分子の配向方向を規定してなる表示パネル（液晶パネル）を有す
る。活性エネルギー線としては、紫外線が好ましい。
【００３０】
　本発明に係る重合性化合物は、重合すると液晶分子のダイレクタ方向を規制して、液晶
分子を特定方向に傾斜させて配向させることが可能な分子構造を有し、かつ、活性エネル
ギー線の照射または活性エネルギー線の照射と熱とにより重合するための光反応基を有す
る化合物である。液晶分子のダイレクタ方向を規制して、液晶分子を特定方向に傾斜させ
て配向させることが可能な分子構造としてはアルキル鎖が一般的であるが、重合の結果、
液晶分子を特定方向に傾斜させて配向させることが可能なものであれば、どのような化合
物でもよい。アルキル基の炭素数としては６～１８が好ましい。
【００３１】
　本発明に係る重合性化合物は、いわゆるモノマーでもオリゴマーでもよい。また、本発
明に係る重合性化合物の光反応基は、アクリレート基、メタクリレート基、ビニル基、ア
リル基、エポキシ基等の重合性官能基で、活性エネルギー線の照射または活性エネルギー
線の照射と熱とにより重合可能である基を意味する。
【００３２】
　本発明に係る重合性化合物は、一成分からなっていても、複数の成分からなっていても
よい。架橋性成分からなり、あるいは架橋性成分を含むものが好ましい。架橋性成分とし
ては、アクリレート基、メタクリレート基、エポキシ基、ビニル基、アリル基等の重合性
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官能基を一分子中に複数個有し、紫外線照射等の活性エネルギー線や熱により他の分子と
重合可能である構造部分を有するものを例示することができる。なお、重合性化合物は、
芳香族環や脂環等の環構造を有している方が重合反応速度が大きく有利である。本発明に
係る液晶組成物には、上記重合性組成物と液晶分子とが含まれる。必要に応じて、所定量
の触媒や重合開始剤、重合禁止剤を含ませてもよい。
【００３３】
　液晶表示装置の表示パネルの横断面において、液晶分子の配向に生じる乱れは、バスラ
インと画素電極の間に図４に示すような等電位線４４の乱れが生じることが一因であるこ
とが判明した。なお、本発明において「バスライン」とは、走査電極と信号電極との総称
である。等電位線の乱れは、走査電極と信号電極のうち画素電極に近い方の電極と画素電
極との間で生じやすいが、第一の基板面上に、走査電極、信号電極、画素電極の順で積層
されることが多いため、本発明は、バスラインのうちでも、特に信号電極に関連して適用
する場合に効果が大きい。以下、主として、信号電極と画素電極との関係について説明す
るが、特に断らない限り、本発明は、走査電極と画素電極との関係についても成立する。
【００３４】
　図４は、基板３１と３２との間に挟まれた信号電極４１と画素電極４２を等電位とし、
対向電極４３との間に電圧を印加した様子を示す液晶パネルの模式的横断面図である。図
４は理論的に求めた等電位線を基礎にした模式図であり、液晶分子の様子は想像したもの
である。信号電極と絶縁層との間では等電位線が凹み４７を有するようになるため、液晶
分子４５と液晶分子４６とは逆の方向に倒れることになり、この状態で重合を行うと、液
晶の配向の乱れが記憶されることになる。なお、図４中、符号４８，４９はそれぞれ絶縁
層を表す。
【００３５】
　この液晶の乱れを抑制するには、信号電極および走査電極の少なくともいずれか一方と
画素電極との間隙上における液晶分子が、信号電極および走査電極の少なくともいずれか
一方から画素電極の方向に傾いているようになした状態で、電極間に電圧を印加しつつま
たは印加せず、活性エネルギー線の照射または活性エネルギー線の照射と熱とにより重合
性化合物を重合することが有効であることが判明した。電極間に電圧を印加しつつ重合す
る場合には、たとえば図５のような、走査電極または信号電極と画素電極との間に凹みの
ない等電位線にできれば、液晶分子の配向方向が揃い、液晶の配向の乱れを抑制できる。
なお、「信号電極および走査電極の少なくともいずれか一方から画素電極の方向に傾いて
いるようになした状態」を、実際に観察することは困難であるが、「信号電極および走査
電極の少なくともいずれか一方から画素電極の方向に傾いていない状態」があればディス
クリネーションが発生するので、製作された画素にディスクリネーションが発生していな
いことで容易に確認することができる。すなわち、本発明では、何らかの手段で「信号電
極および走査電極の少なくともいずれか一方から画素電極の方向に傾いているようになし
た状態」（図５の例では符号４５を付した液晶分子）を得ようとした場合、「信号電極お
よび走査電極の少なくともいずれか一方から画素電極の方向に傾いているようになした状
態」そのものを確認する必要はなく、結果としてディスクリネーションが発生しなかった
ことを以て、この要件が満たされたことを判断すれば充分である。
【００３６】
　このように、信号電極および走査電極の少なくともいずれか一方と画素電極との間隙上
における液晶分子が、信号電極および走査電極の少なくともいずれか一方から画素電極の
方向に傾いているようになした状態で、重合を行うには、どのような方法を採用してもよ
い。
【００３７】
　たとえば、画素電極と対向電極の間の電位差が、信号電極および走査電極の少なくとも
いずれか一方と対向電極との間の電位差より大きくなるように各電極に電圧を印加すれば
、この目的を達成することができる。ただし、対向電極の電位は、画素電極と信号電極ま
たは走査電極の電位に対して、共に大きいか小さいかであり、一方の電位より大きく他方
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の電位より小さいことはない。すなわち、このときの電位差は絶対値で比較すればよいが
、比較する電位差が互いに逆符号であることはない。たとえば、対向電極が画素電極に対
し＋５Ｖであり、信号電極に対しては＋３Ｖである場合や、対向電極が画素電極に対し－
５Ｖであり、信号電極に対しては－３Ｖである場合は本発明の範疇に属するが、対向電極
が画素電極に対し＋５Ｖ、信号電極に対しては－３Ｖである場合は該当しない。
【００３８】
　図５は、そのような電圧印加を行ったときの様子を示す、表示パネルの模式的横断面図
である。このような電圧印加の条件下では、画素電極と信号電極の間の液晶分子は、全て
画素電極の方向に倒れるため、ディスクリネーションが発生せず、液晶分子の配向の乱れ
を防止できる。このような効果は、画素電極と走査電極との間でも得られる。
【００３９】
　図５のような電位関係は、たとえば走査電極をＯＮにした状態で信号電極に所定の電圧
を印加して画素電極の電位を設定し、その後、走査電極をＯＦＦにして信号電極の電位を
変更することで実現できる。これによって、画素端の配向は安定し、遮光する必要性がな
くなる。
【００４０】
　さらに、信号電極および走査電極の少なくともいずれか一方と画素電極との間に設けら
れた絶縁層の厚さを調節することにより、信号電極および走査電極の少なくともいずれか
一方と画素電極との間隙上における液晶分子が、信号電極および走査電極の少なくともい
ずれか一方から画素電極の方向に傾いているようになすことが可能である。
【００４１】
　一般的に、走査電極と信号電極と画素電極とのそれぞれの間には絶縁層が設けられてい
る。信号電極または走査電極と画素電極の間に設けられた絶縁層の厚さは数十ｎｍのオー
ダーであるが、これをたとえば、絶縁層４８と絶縁層４０との二層により１μｍ程度にす
ると、図４における等電位線の凹み４７を消滅させ、図６のような等電位線を実現するこ
とができる。すなわち、この場合には、上記のごとく電位差を調整することを行わずに重
合をおこなっても、上記と同様の効果が得られる。たとえば通常の場合のように信号電極
と画素電極を等電位にしたまま重合を行ってもよい。また、電極間に電圧を印加せずに重
合を行ってもよい。
【００４２】
　信号電極および走査電極の少なくともいずれか一方と画素電極との間に設けられた絶縁
層の厚さとしては、１～５μｍの範囲が実用的で好ましい。１μｍ未満では等電位線の形
状を十分変形できない一方、５μｍを超えると膜厚ムラが生じやすく加工が難しい。
【００４３】
　絶縁層に使用する材料としては公知のどのようなものを使用することもできる。ＳｉＮ
、ＳｉＯ2を例示することができる。誘電率が高い方が、比較的薄い膜で所期の目的を達
成できるので好ましい。
【００４４】
　この絶縁層は一層からなっていてもよいが、図６のように複数の層からなっていてもよ
い。信号電極や走査電極と画素電極の間に設けられた絶縁層としてはＳｉＮのように厚膜
化しにくい材料が使用されることが多いので、そのような場合には複数の層とし、厚膜化
し易い材料を組み合わせ使用することも好ましい場合がある。たとえば、ＳｉＮのような
無機材料の層と有機系材料の層とを組合わせることができる。有機系の材料としては、本
発明の趣旨に反しない限り、公知のどのような材料を使用することもできる。たとえばア
クリル樹脂、ノルボルネン系樹脂を例示できる。
【００４５】
　液晶表示装置の表示画面をその断面方向から見た場合に走査電極と画素電極との間に信
号電極を設置することが多いため、信号電極と画素電極の間に設けられた絶縁層の厚さを
走査電極と信号電極の間に設けられた絶縁層の膜厚より厚くすることが好ましい。また、
複数の層からなる絶縁層については、追加する層について、ポジ型の材料を使用すること
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が好ましい。画素電極と走査電極を導通させるための穴（以下Ｃ穴と呼ぶ）を、フォトリ
ソ工程等を経て、この絶縁層に設ける際、適度なテーパーを付けないと、Ｃ穴上の画素電
極が断裂して導電が取れなくなる恐れがある。このためには、絶縁層表面から電極に向け
て開口部が狭まるようにテーパーを付けやすいポジ型材料の方がその加工が容易だからで
ある。
【００４６】
　なお、上記絶縁層の厚さを調整する代わりに、たとえば信号電極層の上にカラーフィル
ター層を設け、その上に画素電極を配置する構造を導入し、このカラーフィルター層を絶
縁層の一部としても機能させる方法も考えられるが、カラーフィルター層は微小な加工が
難しく、画素電極と走査電極の導通を取るための穴を設けるために大きなマージンが必要
となり、開口率が低下する問題があることが分かった。また、一般にカラーフィルター材
料はネガ型が多いため、上記と同様にＣ穴を開ける上での問題点もある。従って、カラー
フィルターを設ける場合には、第一の基板側ではなく、第二の基板側に設けることが好ま
しい。
【００４７】
　さらに、別の方法としては、液晶表示装置の表示画面を直視する方向から見た場合に信
号電極および走査電極の少なくともいずれか一方と画素電極との間の液晶層接触面のうち
、第一の基板側にある面部分が、信号電極および走査電極の少なくともいずれか一方から
画素電極に向けて下る斜面を形成しているようにすることにより、信号電極および走査電
極の少なくともいずれか一方と画素電極との間隙上における液晶分子が、信号電極および
走査電極の少なくともいずれか一方から画素電極の方向に傾いているようになした状態で
、活性エネルギー線の照射または活性エネルギー線の照射と熱とにより重合性化合物を重
合させることが有効である。この場合には、電極間に電圧を印加しつつ重合させても印加
せず重合させてもよい。また、画素電極と対向電極の間の電位差が、信号電極および走査
電極の少なくともいずれか一方と対向電極との間の電位差より大きくなるように各電極に
電圧を印加しながら重合性化合物を重合させる方法を採用しても採用しなくてもよい。さ
らに、信号電極および走査電極の少なくともいずれか一方と画素電極との間に設けられた
絶縁層の厚さを調節してもしなくてもよい。
【００４８】
　なお、本発明において液晶層接触面というときは、単なる基板の面を意味するものでは
なく、実際に液晶層が接する層の面を意味する。たとえば、絶縁層を介して基板と液晶層
とが積層し、実際には液晶層が基板の表面ではなく絶縁層の表面に接する場合には、本発
明における液晶層接触面は液晶と接する絶縁層面を意味する。絶縁層面がたとえば親水化
加工してあればその加工面を意味する。
【００４９】
　このような斜面は、バスラインから画素電極に向けて下る形状である限りどのようなも
のでもよく、その形成方法もどのようなものでもよい。液晶層接触面にバスラインから画
素電極に向けて下る形状を有する突起を設ける方法を例示できる。この突起の具体的な形
状は、液晶分子の配向状態を見て任意に定めることができる。
【００５０】
　また、信号電極または走査電極と画素電極とは、表示画面を直視する方向から見た場合
に、画素電極と隣接する画素電極との間に一つの信号電極と走査電極とが挟まれるように
配置されることから、隣り合った画素電極の間に、頂点が信号電極および走査電極の少な
くともいずれか一方の上に存在する突起を設けてもよい。この場合「信号電極および走査
電極の少なくともいずれか一方の上」は、信号電極や走査電極の中央部にある必要はなく
、液晶分子の配向状態を見て任意に定めることができる。
【００５１】
　図７はそのような突起を設けた様子を示す液晶表示パネルの模式的横断面図であり、図
８は図７の構造に電界を付与したときの様子を示している。図７，８では信号電極４１上
に、液晶層７２の液晶層接触面のうち、第一の基板側にある面部分７３が、信号電極４１
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から画素電極４２に向けて下る斜面７４を形成するように、突起７１を設けた。この突起
７１の斜面により、電界に打ち勝って液晶分子を画素電極側に倒すことができ、図８のよ
うに、信号電極と画素電極との間に等電位線の凹みがあっても、液晶分子の配向方向を揃
えることが可能となる。つまり、画素電極と信号電極の間の液晶分子は、全て画素電極の
方向に倒れるため、ディスクリネーションが発生せず、画素電極上の液晶分子の配向を乱
すことがなくなる。なお、本例では絶縁層の一部を利用して突起７１を設けたが、本発明
の趣旨に反しない限り、突起はどのような材料を使用して設けてもよい。
【００５２】
　上記の各手段を講じると、液晶表示装置の表示画面を直視する方向から見た場合に信号
電極と画素電極との間にある部分で液晶分子の配向に乱れが生じがたくなり、良好な表示
品質を得ることができる。なお、上記の各手段は、本発明の趣旨に反しない限り、組み合
わせて採用できることは言うまでもない。
【００５３】
　さらに、絶縁層を調節する場合には、一般的に、信号電極や走査電極と画素電極との間
に十分な相互距離が生じるため、信号電極や走査電極や画素電極が作る電気容量が小さく
なるので、クロストークが発生しにくくなり、画素電極を信号電極に重ねることが可能に
なる。この様子を図２，３と図９，１０との比較で示す。図２，９は、それぞれ、液晶表
示装置の表示画面を直視する方向から見た場合のバスラインと画素電極の配置を示す表示
パネルの模式的平面図であり、図３，１０は、それぞれ、液晶表示装置の表示パネルの模
式的横断面図である。図２，３は従来の配置を示し、基板３１と３２との間に挟まれた信
号電極４１と画素電極４２との間および走査電極２１（図３には図示されず）と画素電極
４２との間に、画素電極のない部分２３が存在する。この部分は画像の表示に寄与しない
ので、その分画素の開口率が小さくなる。これに対して、図９，１０は本発明に係る配置
であり、信号電極４１と画素電極４２との間および走査電極２１と画素電極４２との間に
、画像の表示に寄与しない部分がなくなる。従って、その分画素開口率を大きくできる。
すなわち、液晶表示装置の表示画面を直視する方向から見た場合に、信号電極と画素電極
とが重なり合った部分や、走査電極と画素電極とが重なり合った部分を設けることができ
、このことにより、開口部をより大きくすることが可能となる。符号２２は薄層トランジ
スタである。
【００５４】
　なお、液晶表示装置の運転中は、走査電極の電位が画素電極に対して低い電位である時
間が長いことが一般的であり、その電界の影響が画素電極上の液晶の配向を乱し、黒浮き
の原因になることがある。これを防止するには、液晶表示装置の表示画面を直視する方向
から見た場合に、走査電極に対向する部分の近傍には遮光部分を設けることが好ましい。
たとえば、走査電極に対向する部分およびそこから少しはみだした程度の大きさに遮光部
分を設けることが好ましい。この「近傍」や「少しはみだした程度」をどの程度にするか
は、実情に応じて任意に定めることができる。
【００５５】
　さらに、配向制御膜については、表示品質の点から見ると、垂直配向制御膜を設置する
ことが好ましい。この場合、第一の基板および第二の基板側のいずれでもよいが、その両
方に設置する方が表示品質の上から好ましい。
【００５６】
　以上の技術により、本液晶分子の配向の乱れを防止し、液晶パネルの表示性能を改良す
ることが可能となる。
【００５７】
　「焼き付き」表示不良の改善に関しては、液晶層に電圧を印加する電極と液晶分子を垂
直に配向させるための垂直配向制御膜とを備えた一対の基板間に、液晶と、活性エネルギ
ー線または活性エネルギー線と熱の組み合わせにより重合し得る重合性化合物とを含む液
晶組成物を配置し、電極間に電圧を印加しつつ、活性エネルギー線の照射または活性エネ
ルギー線の照射と熱とにより重合性化合物を重合させて、液晶分子にプレチルト角を持た
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せた液晶表示装置において、重合後に液晶相中に残存している重合性化合物量が、液晶１
００重量部に対して０．０５重量部以下であることが有効である。ここで、「プレチルト
角を持たせた」とは、電圧印加時に方向を規制されながら傾斜する性質を有するように、
電圧無印加時に垂直より若干傾けた方向および所定の方位に液晶分子を配向させることを
意味する。
【００５８】
　重合後に液晶相中に残存している重合性化合物量は、望ましくは、液晶１００重量部に
対して０．０２重量部以下である。なお、この重合性化合物量は「活性エネルギー線の照
射または活性エネルギー線の照射と熱とにより重合性化合物を重合させる」工程の直後に
この値になっている必要はなく、実際に使用を開始する直前までにこの値になっていれは
充分である。本発明において、たとえば、「重合後に液晶相中に残存している重合性化合
物量が、液晶１００重量部に対して０．０５重量部以下になるまで重合を行う」とは、こ
のような意味で所定重量部以下になることを意味している。
【００５９】
　この液晶層中に残留している重合性化合物量は、通常ガスクロマトグラフィー（ＧＣ）
により求めることができる。簡単な測定方法は、以下に示すとおりである。
【００６０】
　残存重合性化合物量＝（重合反応後のＧＣにおける重合性化合物ピーク面積／重合反応
前のＧＣにおける重合性化合物ピーク面積）×重合反応前の重合性化合物量
　このようにして、残存重合性化合物量を減少させると、図１－Ｂに示したような「焼き
付き」が改善されることが確認された。
【００６１】
　この効果は、光や熱による重合性化合物の反応が不十分な場合、図１－Ａのような焼き
付き試験を行うと、長時間駆動時にバックライト光により、残留している重合性化合物の
重合がさらに促進され、液晶配向を規定するプレチルト角が変化したものと考えられる。
このプレチルト角の変化は、不可逆的であり、一度焼き付くと二度と消えない重大な問題
である。
【００６２】
　残存重合性化合物量の減少は、重合性化合物がアクリレート基またはメタクリレート基
またはその両方を有する場合に有用である。重合性化合物が、アクリレート基またはメタ
クリレート基を、一分子に複数個有する場合には、長時間駆動時にバックライト光の作用
により架橋反応が進行し易いため、残存重合性化合物量の減少は特に有用である。
【００６３】
　また、液晶が、誘電率異方性が負の液晶である場合、更に詳しくは、液晶が、電圧無印
加時にほぼ垂直配向し、電圧印加時に基板上に形成された突起または電極の抜きにより方
向を規制されながら傾斜する性質を有する場合に、ポリマーによる液晶分子のダイレクタ
ー方向の規制が重要な役割を果たすため、残存重合性化合物量の減少は特に有用である。
なお、「ほぼ垂直配向」とは、基板面に対して完全な垂直をなすのではなく、上述したよ
うにプレチルト角を有していることを意味している。
【００６４】
　以上の技術により、「焼き付き」表示不良を改善することが可能となる。なお、上記の
ように残存重合性化合物量を減少させる技術は、これまで説明してきた、液晶の配向方向
を制御する技術と組み合わせて使用することができ、組み合わせて使用した場合には、表
示品質をさらに向上させることが可能である。
【００６５】
　液晶注入口の反対側に現れる、液晶層への液晶や液晶組成物の注入に起因すると思われ
るハの字状の異常部分については、一対の基板間に、液晶注入口を有する第一のシール壁
と、この第一のシール壁により囲まれた液晶層と、液晶層中にあって、画像を表示する表
示部と、その周辺にある非表示部とを有し、非表示部における液晶層の厚さが画像表示部
における液晶層の厚さより大きく、非表示部のうち液晶注入口と反対側の位置に、第二の
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シール壁を設けることが有効であることが判明した。
【００６６】
　図１４は、一対の基板間に、液晶注入口を有する第一のシール壁と、シール壁により囲
まれた液晶層と、液晶層中にあって、画像を表示する表示部と、その周辺にある非表示部
とを有する液晶表示装置の模式的平面図、図１５はその横断面図である。図１４，１５で
は、一対の基板３１，３２の間に、液晶注入口１２３、第一のシール壁１２２、第二のシ
ール壁１４３、液晶層７２、カラーフィルター１４４、上下の透明電極１４７，１４８、
カラーフィルター１４４に対応する位置にある表示部１４１，非表示部１４２が示されて
いる。液晶層７２は第一のシール壁１２２により囲まれており、液晶または液晶組成物を
注入口１２３から基板間に注入した後、液晶注入口１２３を封止することにより、液晶層
７２は第一のシール壁１２２により封止されることになる。
【００６７】
　非表示部における液晶層の厚さが画像表示部における液晶層の厚さより大きいとは、図
１５のＷ１がＷ２より大きいことを意味する。こうすることにより、
シール壁起因の汚染物質を収集した、液晶または液晶組成物は、表示部１４４を通過する
ことなく、図１５の左側のシール壁に到達して、跳ね返ることになる。そして、第二のシ
ール壁１４３の存在により、汚染物質を収集した液晶または液晶組成物は、表示部に到達
することなく、第一のシール壁と第二のシール壁との間にとどまることになる。このよう
にして、液晶または液晶組成物の注入に起因すると思われる表示異常が改善されたものと
思われる。なお、この非表示部の幅（図１４のＷ３，Ｗ４）については、特に制限はない
が、０．５ｍｍ以上あることが好ましい。あまり大きいと表示パネル全体における表示部
の占める面積が小さくなるので不必要に大きくすることは好ましくない。
【００６８】
　第二のシール壁の材質には特に制限はなく、実情に応じて任意に定めることができるが
、汚染物質の種類を複雑にしない意味からは第一のシール壁の材質と同一であることが好
ましい。
【００６９】
　第二のシール壁は、第一のシール壁とは異なり、液晶や液晶組成物の外部への漏洩を防
止するものではないので、一対の基板の間（図１５では上下の基板間）を完全にシールし
ている必要性は小さいが、汚染物質を収集した液晶または液晶組成物が、第二のシール壁
と基板との隙間を通って表示部に到達しないようにする程度にはシールされていることが
好ましい。
【００７０】
　第一のシール壁と第二のシール壁との距離（図１４，１５ではＬ２で表されている）は
、表示部と第二のシール壁との距離（図１４，１５ではＬ３で表されている）よりも大き
いことが好ましい。第一のシール壁と第二のシール壁との距離が大きいほど、汚染物質を
収集した液晶または液晶組成物を第一のシール壁と第二のシール壁との間にとどめやすく
なる。
【００７１】
　第二のシール壁のサイズは、実情に応じて任意に定め得る。第二のシール壁の厚さが、
第一のシール壁の厚さと同一であることが、均一なセル厚を実現しやすい点で好ましい。
また、第二のシール壁の長さＬ１は、短すぎると汚染物質を収集した液晶または液晶組成
物が表示部の上に影響を与え得るので、実験等により適切な長さを決めることが好ましい
。
【００７２】
　第二のシール壁の形状は、必ずしも直線状でなくともよい。たとえば曲線状の形状が考
えられる。なお、汚染物質を収集した液晶または液晶組成物が、表示部により到達し難い
ようにするには、第二のシール壁の両端が表示部に近接または接触していることが好まし
い。
【００７３】
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　この方策として、たとえばカラーフィルターの一部を図１６，１７のように延在して、
第二のシール壁の両端に近接または接触するようにすることが考えられる。このようにす
ると、図１６に示すように第一のシール壁に衝突して跳ね返った、汚染物質を収集した液
晶または液晶組成物が、図１６の矢印に示すように表示部に回り込むことを防止し易くな
い。ここで「近接」の程度は、汚染物質を収集した液晶または液晶組成物が表示部に影響
を与えるかどうかを見て適宜決定することができる。なお、カラーフィルターの一部を延
在する場合には、その延在部分には、かならずしも画像を表示する機能を付与する必要は
ない。この意味で、本発明における「表示部」には画像を表示しない部分が含まれる場合
もある。
【００７４】
　なお、上記のように液晶または液晶組成物の注入に起因すると思われる異常表示を改善
する技術を適用する液晶表示装置としては、液晶層に、液晶と、活性エネルギー線または
活性エネルギー線と熱の組み合わせにより重合し得る重合性化合物とを含む液晶組成物を
配置し、活性エネルギー線の照射または活性エネルギー線の照射と熱とにより重合性化合
物を重合させたものが好ましい。この目的のために使用する重合性化合物としては、アク
リレート基またはメタクリレート基またはその両方を有するもの、より具体的には、アク
リレート基またはメタクリレート基を、一分子に複数個有するものが好ましく、使用する
液晶としては誘電率異方性が負の液晶が好ましい。また、このような、液晶と重合性化合
物とを含む液晶組成物は、液晶が、電圧無印加時にほぼ垂直配向し、電圧印加時に基板上
に形成された突起または電極の抜きにより方向を規制されながら傾斜する性質を有するよ
うにすることが好ましい。
【００７５】
　上記のように液晶または液晶組成物の注入に起因すると思われる異常表示を改善する技
術は、これまで説明してきた、液晶の配向方向を制御する技術や残存重合性化合物量を減
少させる技術と組み合わせて使用することができ、組み合わせて使用した場合には、表示
品質をさらに向上させることが可能である。
【００７６】
　上記の各方法または各方法を組み合わせて作製した、本発明に係る液晶表示装置は、液
晶分子の配向の乱れを防止し、「焼き付き」表示不良を改善し、また、液晶または液晶組
成物の注入に起因すると思われる表示異常を改善することができ、更に、これらの効果を
組み合わせて実現することもできるため、ノート型パーソナルコンピュータ、ＴＶ、携帯
ＴＶ、モニター、投射型プロジェクター等に好適に用いることができる。
【実施例】
【００７７】
　次に本発明の実施例および比較例を詳述するが、本発明はこれらによって限定されるも
のではない。
【００７８】
　比較例１および実施例１～４については、特に記載しない限り、以下の条件で液晶表示
パネルを作製した。図２または図９の電極構造を使用する場合には、画素電極の電極幅と
スリット幅を共に３μｍとした。
【００７９】
　１５型ＸＧＡを使用し、両基板には垂直配向制御膜を塗布した（図示はされていない）
。重合性化合物としてジアクリレートモノマーを用い、白色表示電圧相当の電圧を液晶層
に印加しながら、室温でｉ線（３６５ｎｍ）の活性エネルギー線を照射した。
【００８０】
　走査電極と信号電極と画素電極とは、基板（第一の基板）上に、走査電極、信号電極、
画素電極をこの順に設置した。走査電極と信号電極の間は３００ｎｍ厚のＳｉＮ層で絶縁
し、信号電極上にも３００ｎｍ厚のＳｉＮ層を設けた。
【００８１】
　画素電極にはＩＴＯを使用した。対向基板上にはカラーフィルター（図示はされていな
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い）を設け、その上にＩＴＯによる対向電極を積層した。
【００８２】
　　［比較例１］
　図２，３の構造を採用した。モノマーを重合する際、画素電極には２０Ｖ、信号電極に
２０Ｖ、対向電極には０Ｖの電圧を印加した。この結果、このときの液晶パネルの透過率
は、従来の大きな突起や大きな電極スリットを設けたＭＶＡ構造の液晶パネルに対し１５
％改善したが、一部の画素に配向乱れ（ディスクリネーション）が現れた。
【００８３】
　　［実施例１］
　図２，３の構造を採用した。モノマーを重合する際、画素電極には２０Ｖ、信号電極に
１０Ｖ、対向電極には０Ｖの電圧を印加した。電圧印加を簡単にするために、全ての信号
電極または走査電極を各々一箇所ないし数箇所で束ねて同時に電圧印加することを可能な
配線とし、モノマー重合後各々のバスラインが独立するように束ねた部分を切断した。
【００８４】
　この結果、比較例１のような配向乱れは発生しなかった。このパネルには、操作電極お
よびその近傍に対向する対向基板上に遮光膜を設けた。このとき、コントラストは８００
であった。このときの液晶パネルの透過率は、従来の大きな突起や大きな電極スリットを
設けたＭＶＡ構造の液晶パネルに対し１５％改善した。
【００８５】
　　［実施例２］
　図２の平面構造と図１１の横断面構造を組み合わせた。追加した絶縁層４０の厚さは３
μｍであった。絶縁層４０を構成する材料としてはアクリル系樹脂を使用した。
【００８６】
　モノマーを重合する際、画素電極、信号電極に２０Ｖ、対向電極には０Ｖの電圧を印加
した。対向基板には走査電極近傍を遮光する層を設けた。
【００８７】
　この結果、比較例１のような配向乱れは発生しなかった。また、コントラストは８００
であった。
【００８８】
　このパネルの液晶パネルの透過率は、従来の大きな突起や大きな電極スリットを設けた
ＭＶＡ構造の液晶パネルに対し３０％改善した。
【００８９】
　なお、追加した絶縁層にカラーフィルターの役割を持たせても良い。この場合、対向基
板側のカラーフィルター層は不要になる。
【００９０】
　　［実施例３］
　図９の平面構造と図１０の横断面構造を組み合わせた。追加した絶縁層４０の厚さは３
μｍであった。モノマーを重合する際、画素電極、信号電極に２０Ｖ、対向電極には０Ｖ
の電圧を印加した。
【００９１】
　　この結果、比較例１のような配向乱れは発生しなかった。また、このパネルには、電
極、薄膜トランジスタ以外に遮光層を設けなかったが、正面コントラストは７００を超え
ており、問題なかった。このパネルの透過率は、従来の大きな突起や大きな電極スリット
を設けたＭＶＡ構造の液晶パネルに対し３７％改善した。
【００９２】
　追加した絶縁層にカラーフィルターの役割を持たせても良い。この場合、対向基板側の
カラーフィルター層は不要になる。
【００９３】
　　［実施例４］
　図２の平面構造と図７の横断面構造を組み合わせた。対向基板には走査電極近傍を遮光



(15) JP 4372648 B2 2009.11.25

10

20

30

40

50

する層を設けた。追加した突起７１の高さは１．５μｍであった。モノマーを重合する際
、画素電極、走査電極と信号電極に２０Ｖ、対向電極には０Ｖの電圧を印加した。
【００９４】
　この結果、比較例１のような配向乱れは発生しなかった。この液晶パネルのコントラス
トは８００、透過率は従来のＭＶＡ構造の液晶パネルに対し１５％改善した。
【００９５】
　なお、上記実施例では、図２，９に示すような微細構造の画素電極に電圧を印加するこ
とによってモノマー重合時の配向方向を規定したが、その代わりに、画素電極を長方形状
にして微細導電突起を用いたり、ラビングを施したりして配向方向を規定してもよい。
　　[実施例５]
【００９６】
　以下のような材料・重合方法で、液晶パネルを作製した。
【００９７】
　・液晶：Δε＝－３．８
　・モノマー：液晶１００重量部に対し２官能のメタクリレートモノマーを０．３重量部
の割合で混合し、液晶組成物とした。
【００９８】
　・重合方法：セル厚４μｍとなるようにスペーサで制御しながら２枚の電極の形成され
た基板間に、液晶組成物を注入した。その後、液晶層に１０Ｖ電圧を印加しながら、室温
で所定量（０．５～１０Ｊ／ｃｍ2）のＵＶを照射し、液晶にプレチルト角を付与した。
【００９９】
　表１に、照射量に対する残留モノマー量と、上記方法による焼き付き率を示す。
【０１００】
　上記結果より、一般的な用途で必要とされる２日レベルならば残留モノマーは０．０５
重量％以下、特殊用途で望まれる１ヶ月以上でも焼き付きの生じないパネルを作製するた
めには、残留モノマー濃度を液晶に対して０．０２重量％以下にする必要があることが見
出された。
【０１０１】

【表１】

　　[実施例６]
【０１０２】
　実施例５と同様な液晶組成物を用いてパネルを作製した。重合条件は下記のようにした
。
【０１０３】
　・重合方法：セル厚４μｍとなるようにスペーサで制御しながら２枚の電極の形成され
た基板間に、液晶組成物を注入した。その後、液晶層に１０Ｖ電圧を印加しながら、室温
でＵＶ光を１Ｊ／ｃｍ2照射し、さらにその後液晶パネル全画素に電圧を無印加（０Ｖ）
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状態の下、室温でＵＶ光を０～４０Ｊ／ｃｍ2照射した。
【０１０４】
　表２に、照射量に対する残留モノマー量と上記方法による焼き付き率を示す。
【０１０５】
【表２】

　表２の結果からも、一般的な用途で必要とされる２日レベルならば残留モノマーは０．
０５重量％以下、特殊用途で要求される１ヶ月でも焼き付きの生じないパネルを作製する
ためには、残留モノマーを液晶に対して０．０２重量％以下にする必要があることが見出
された。
【０１０６】
　すなわち、実施例５，６から、一般的な使用環境（２日程度）ならば０．０５重量％以
下、１ヶ月の長時間でも焼き付き現象を生じさせなくするには、重合後の液晶層中の残存
モノマー量を０．０２重量％以下にする必要があることが確認できた。
【０１０７】
　なお、モノマーについては、アクリレート（アクリル酸エステル）やメタクリレート（
メタクリル酸エステル）に限定されず、エポキシ基やビニル基などの官能基を持つもので
あっても良い。ただし、一般的に、光や熱で反応しやすいアクリレート基やメタクリレー
ト基が反応時間の短縮と言う観点からは好ましい。また、モノマー分子内の官能基数につ
いても、モノマーの反応性の観点から、単官能（１官能）よりも複数の官能基を有してい
る方が好ましい。
【０１０８】
　液晶に関しても、本実施例では誘電率異方性が負の液晶を用いたが、これに限定される
ものではない。ただし、ラビングレスでの液晶配向のマルチドメイン化による広視野角化
が容易なことから、誘電率異方性が負の液晶の方が好ましい。
【０１０９】
　　［実施例７］
　第一および第二のシール壁の材料としては、紫外線硬化型のアクリル樹脂を使用した。
紫外線硬化型のアクリル樹脂の代わりに熱硬化性のエポキシ樹脂を使用してもよい。
【０１１０】
　図１４，１５に示すように第二のシール壁を形成した。第一のシール壁幅（図１５のＷ
５）は約１ｍｍ、カラーフィルタと透明電極との合計の厚み（図１５のＷ６）は約２μｍ
、Ｗ１は６μｍ程度、Ｗ２は４μｍ程度であった。また、図１４の左側における第一のシ
ール壁と表示部との距離Ｗ４は４．５ｍｍとした。
【０１１１】
　図１４，１５に示すように第二のシール壁を形成した。第二のシール壁幅（図１５のＷ
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７）は約１ｍｍとした。図１４に示すように、第二のシール壁の長さは、平行する第一の
シール壁の長さより短いが、第二のシール壁に平行する表示部の辺より若干長くした。更
に、Ｌ２＝２ｍｍ、Ｌ３＝０．５ｍｍとした。図１４の上下における第一のシール壁と表
示部との距離Ｗ３は２ｍｍとした。この結果、液晶注入口の反対側にハの字状の異常部分
が表われる異常を完全に防止できた。
【０１１２】
　　［実施例８］
　実施例７に加え、カラーフィルタの端に近い部分のパターンを延在させて、図１６に示
すように、第二のシール壁と接触させた。このことにより、シール１２２の近傍にて注入
されてきた液晶が意に反して第二のシールとカラーフィルターとの間に侵入してしまうの
を防ぐことができる。
【０１１３】
　ここまでにおいて、液晶の「回り込み」をシール１４２によって防止できるのであるが
、真空注入を行っているので、液晶が注入されない間隙が生じることはあり得ないことを
注記しておく。
【０１１４】
　なお、上記に開示した内容から、下記の付記に示した発明が導き出せる。
【０１１５】
　（付記１）
　第一の基板に、液晶層に電圧を印加するための走査電極と信号電極と画素電極と薄膜ト
ランジスタとを備え、第二の基板に対向電極を備えた一対の基板間に、液晶と、活性エネ
ルギー線または活性エネルギー線と熱の組み合わせにより重合し得る重合性化合物とを含
む液晶組成物を配置し、
　当該信号電極および走査電極の少なくともいずれか一方と画素電極との間隙上における
液晶分子が、当該信号電極および走査電極の少なくともいずれか一方から当該画素電極の
方向に傾いているようになした状態で、電極間に電圧を印加しつつまたは印加せず、活性
エネルギー線の照射または活性エネルギー線の照射と熱とにより当該重合性化合物を重合
させてなる、
液晶表示装置。
【０１１６】
　（付記２）
　前記画素電極と前記対向電極の間の電位差が、前記信号電極および走査電極の少なくと
もいずれか一方と当該対向電極との間の電位差より大きくなるように各電極に電圧を印加
しながら重合性化合物を重合させてなる、付記１に記載の液晶表示装置。
【０１１７】
　（付記３）
　前記信号電極および走査電極の少なくともいずれか一方と前記画素電極との間に設けら
れた絶縁層の厚さを調節することにより、前記信号電極および走査電極の少なくともいず
れか一方と画素電極との間隙上における液晶分子が、当該信号電極および走査電極の少な
くともいずれか一方から当該画素電極の方向に傾いているようになした状態を実現してな
る、付記１または２に記載の液晶表示装置。
【０１１８】
　（付記４）
　前記信号電極および走査電極の少なくともいずれか一方と前記画素電極との間に設けら
れた絶縁層が複数の層よりなっている、付記３に記載の液晶表示装置。
【０１１９】
　（付記５）
　前記複数の層として無機材料の層と有機系材料の層とを使用した、付記４に記載の液晶
表示装置。
【０１２０】
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　（付記６）
　前記信号電極および走査電極の少なくともいずれか一方と前記画素電極との間に設けら
れた絶縁層の厚さが１～５μｍの範囲にある、付記１～５のいずれかに記載の液晶表示装
置。
【０１２１】
　（付記７）
　前記信号電極と前記画素電極の間に設けられた絶縁層の厚さが前記走査電極と前記信号
電極の間に設けられた絶縁層の膜厚より大きい、付記１～６のいずれかに記載の液晶表示
装置。
【０１２２】
　（付記８）
　液晶表示装置の表示画面を直視する方向から見た場合に前記信号電極および走査電極の
少なくともいずれか一方と前記画素電極との間にある液晶層接触面のうち、第一の基板側
にある面部分が、当該信号電極および走査電極の少なくともいずれか一方から当該画素電
極に向けて下る斜面を形成している、付記１～７のいずれかに記載の液晶表示装置。
【０１２３】
　（付記９）
　前記画素電極について、隣り合った画素電極の間に、頂点が前記信号電極および走査電
極の少なくともいずれか一方の上に存在する突起を有する、付記８に記載の液晶表示装置
。
【０１２４】
　（付記１０）
　前記液晶表示装置の表示画面を直視する方向から見た場合に、前記信号電極および走査
電極の少なくともいずれか一方と前記画素電極とが重なり合った部分を有する、付記１～
９のいずれかに記載の液晶表示装置。
【０１２５】
　（付記１１）
　前記液晶表示装置の表示画面を直視する方向から見た場合に、前記走査電極に対向する
部分の近傍にのみ遮光部分を設ける、付記１～１０のいずれかに記載の液晶表示装置。
【０１２６】
　（付記１２）
　前記第二の基板にカラーフィルターを設けた、付記１～１１のいずれかに記載の液晶表
示装置。
【０１２７】
　（付記１３）
　前記第一の基板および第二の基板上に垂直配向制御膜が塗布されている、付記１～１２
のいずれかに記載の液晶表示装置。
【０１２８】
　（付記１４）
　液晶層に電圧を印加する電極と液晶分子を垂直に配向させるための垂直配向制御膜とを
備えた一対の基板間に、液晶と、活性エネルギー線または活性エネルギー線と熱の組み合
わせにより重合し得る重合性化合物とを含む液晶組成物を配置し、
　電極間に電圧を印加しつつ、活性エネルギー線の照射または活性エネルギー線の照射と
熱とにより当該重合性化合物を重合させて、液晶分子にプレチルト角を持たせた液晶表示
装置において、
　重合後に当該液晶相中に残存している重合性化合物量が、液晶１００重量部に対して０
．０５重量部以下である、液晶表示装置。
【０１２９】
　（付記１５）
　重合後に前記液晶相中に残存している重合性化合物量が、液晶１００重量部に対して０
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．０５重量部以下である、付記１～１３のいずれかに記載の液晶表示装置。
【０１３０】
　（付記１６）
　重合後に前記液晶相中に残存している重合性化合物量が、前記液晶１００重量部に対し
て０．０２重量部以下である、付記１４または１５に記載の液晶表示装置。
【０１３１】
　（付記１７）
　前記重合性化合物がアクリレート基またはメタクリレート基またはその両方を有する、
付記１～１６のいずれかに記載の液晶表示装置。
【０１３２】
　（付記１８）
　前記重合性化合物が、アクリレート基またはメタクリレート基を、一分子に複数個有す
る、付記１～１７のいずれかに記載の液晶表示装置。
【０１３３】
　（付記１９）
　前記液晶が、誘電率異方性が負の液晶である、付記１～１８のいずれかに記載の液晶表
示装置。
【０１３４】
　（付記２０）
　前記液晶が、電圧無印加時にほぼ垂直配向し、電圧印加時に基板上に形成された突起ま
たは電極の抜きにより方向を規制されながら傾斜する性質を有する、付記１～１９のいず
れかに記載の液晶表示装置。
【０１３５】
　（付記２１）
　一対の基板間に、液晶注入口を有する第一のシール壁と、当該第一のシール壁により囲
まれた液晶層と、当該液晶層中にあって、画像を表示する表示部と、その周辺にある非表
示部とを有し、
　当該非表示部における液晶層の厚さが当該画像表示部における液晶層の厚さより大きく
、
　当該非表示部のうち当該液晶注入口と反対側の位置に、第二のシール壁を設けた
液晶表示装置。
【０１３６】
　（付記２２）
　前記第二のシール壁の材質および厚さが、それぞれ、前記第一のシール壁の材質および
厚さと同一である、付記２１に記載の液晶表示装置。
【０１３７】
　（付記２３）
　前記第二のシール壁の両端が前記表示部に近接または接触している、付記２１または２
２に記載の液晶表示装置。
【０１３８】
　（付記２４）
　前記第一のシール壁と第二のシール壁との距離が、前記表示部と第二のシール壁との距
離よりも大きい、付記２１～２３のいずれかに項記載の液晶表示装置。
【０１３９】
　（付記２５）
　前記液晶層に、液晶と、活性エネルギー線または活性エネルギー線と熱の組み合わせに
より重合し得る重合性化合物とを含む液晶組成物を配置し、
　活性エネルギー線の照射または活性エネルギー線の照射と熱とにより当該重合性化合物
を重合させてなる、
付記２１～２４のいずれかに記載の液晶表示装置。
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【０１４０】
　（付記２６）
　前記重合性化合物がアクリレート基またはメタクリレート基またはその両方を有する、
付記２１～２５のいずれかに記載の液晶表示装置。
【０１４１】
　（付記２７）
　前記重合性化合物が、アクリレート基またはメタクリレート基を、一分子に複数個有す
る、付記２１～２６のいずれかに記載の液晶表示装置。
【０１４２】
　（付記２８）
　前記液晶が、誘電率異方性が負の液晶である、付記２１～２７のいずれかに記載の液晶
表示装置。
【０１４３】
　（付記２９）
　前記液晶が、電圧無印加時にほぼ垂直配向し、電圧印加時に基板上に形成された突起ま
たは電極の抜きにより方向を規制されながら傾斜する性質を有する、付記２１～２８のい
ずれかに記載の液晶表示装置。
【０１４４】
　　（付記３０）
　一対の基板間に、液晶注入口を有する第一のシール壁と、当該第一のシール壁により囲
まれた液晶層と、当該液晶層中にあって、画像を表示する表示部と、その周辺にある非表
示部とを有し、
　当該非表示部における液晶層の厚さが当該画像表示部における液晶層の厚さより大きく
、
　当該非表示部のうち当該液晶注入口と反対側の位置に、第二のシール壁を設けた、
付記１～２０のいずれかに記載の液晶表示装置。
【０１４５】
　（付記３１）
　第二のシール壁の材質および厚さが、それぞれ、前記第一のシール壁の材質および厚さ
と同一である、付記３０に記載の液晶表示装置。
【０１４６】
　（付記３２）
　前記第二のシール壁の両端が前記表示部に近接または接触している、付記３０または３
１に記載の液晶表示装置。
【０１４７】
　（付記３３）
　前記第一のシール壁と第二のシール壁との距離が、前記表示部と第二のシール壁との距
離よりも大きい、付記３０～３２のいずれかに項記載の液晶表示装置。
【０１４８】
　（付記３４）
　第一の基板に、液晶層に電圧を印加するための走査電極と信号電極と画素電極と薄膜ト
ランジスタとを設け、
　第二の基板に対向電極を設け、
　これら一対の基板間に、液晶と、活性エネルギー線または活性エネルギー線と熱の組み
合わせにより重合し得る重合性化合物とを含む液晶組成物を配置し、
　当該信号電極および走査電極の少なくともいずれか一方と画素電極との間隙上における
液晶分子が、当該信号電極および走査電極の少なくともいずれか一方から当該画素電極の
方向に傾いているようになした状態で、電極間に電圧を印加しつつまたは印加せず、活性
エネルギー線の照射または活性エネルギー線の照射と熱とにより当該重合性化合物を重合
させる、
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液晶表示装置の製造方法。
【０１４９】
　（付記３５）
　前記画素電極と前記対向電極の間の電位差が、前記信号電極および走査電極の少なくと
もいずれか一方と当該対向電極との間の電位差より大きくなるように各電極に電圧を印加
しながら重合性化合物を重合させる、付記３４に記載の液晶表示装置の製造方法。
【０１５０】
　（付記３６）
　前記信号電極および走査電極の少なくともいずれか一方と前記画素電極との間に設けら
れた絶縁層の厚さを調節することにより、前記信号電極および走査電極の少なくともいず
れか一方と画素電極との間隙上における液晶分子が、当該信号電極および走査電極の少な
くともいずれか一方から当該画素電極の方向に傾いているようになす、付記３４または３
５に記載の液晶表示装置の製造方法。
【０１５１】
　（付記３７）
　前記信号電極および走査電極の少なくともいずれか一方と前記画素電極との間に設けら
れた絶縁層を複数の層により形成する、付記３６に記載の液晶表示装置の製造方法。
【０１５２】
　（付記３８）
　前記複数の層として無機材料の層と有機系材料の層とを使用する、付記３７に記載の液
晶表示装置の製造方法。
【０１５３】
　（付記３９）
　前記信号電極および走査電極の少なくともいずれか一方と前記画素電極との間に設けら
れた絶縁層の厚さを１～５μｍの範囲にする、付記３４～３８に記載の液晶表示装置の製
造方法。
【０１５４】
　（付記４０）
　前記信号電極と前記画素電極の間に設けられた絶縁層の厚さを前記走査電極と前記信号
電極の間に設けられた絶縁層の膜厚より厚くする、付記３４～３９に記載の液晶表示装置
の製造方法。
【０１５５】
　（付記４１）
　液晶表示装置の表示画面を直視する方向から見た場合に前記信号電極および走査電極の
少なくともいずれか一方と前記画素電極との間にある液晶層接触面のうち、第一の基板側
にある面部分が、当該信号電極から当該画素電極に向けて下る斜面を形成するようにする
、付記３４～４０に記載の液晶表示装置の製造方法。
【０１５６】
　（付記４２）
　前記画素電極について、隣り合った画素電極の間に、頂点が前記信号電極および走査電
極の少なくともいずれか一方の上に存在する突起を設ける、付記４１に記載の液晶表示装
置の製造方法。
【０１５７】
　（付記４３）
　前記液晶表示装置の表示画面を直視する方向から見た場合に、前記信号電極および走査
電極の少なくともいずれか一方と前記画素電極とが重なり合った部分を有するようにする
、付記３４～４２に記載の液晶表示装置の製造方法。
【０１５８】
　（付記４４）
　前記液晶表示装置の表示画面を直視する方向から見た場合に、前記走査電極に対向する
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部分の近傍にのみ遮光部分を設ける、付記３４～４２に記載の液晶表示装置の製造方法。
【０１５９】
　（付記４５）
　前記第二の基板にカラーフィルターを設ける、付記３４～４４に記載の液晶表示装置の
製造方法。
【０１６０】
　（付記４６）
　前記第一の基板および第二の基板上に垂直配向制御膜を塗布する、付記３４～４５に記
載の液晶表示装置の製造方法。
【０１６１】
　（付記４７）
　液晶層に電圧を印加する電極と液晶分子を垂直に配向させるための垂直配向制御膜とを
備えた一対の基板間に、液晶と、活性エネルギー線または活性エネルギー線と熱の組み合
わせにより重合し得る重合性化合物とを含む液晶組成物を配置し、
　電極間に電圧を印加しつつ、活性エネルギー線の照射または活性エネルギー線の照射と
熱とにより当該重合性化合物を重合させて、液晶分子にプレチルト角を持たせる液晶表示
装置の製造方法において、
　重合後に当該液晶相中に残存している重合性化合物量が、液晶１００重量部に対して０
．０５重量部以下になるまで当該重合を行う、
液晶表示装置の製造方法。
【０１６２】
　（付記４８）
　重合後に前記液晶相中に残存している重合性化合物量が、液晶１００重量部に対して０
．０５重量部以下になるまで前記重合を行う、付記３４～４６のいずれかに記載の液晶表
示装置の製造方法。
【０１６３】
　（付記４９）
　重合後に前記液晶相中に残存している重合性化合物量が、前記液晶１００重量部に対し
て０．０２重量部以下になるまで前記重合を行う、付記４７または４８に記載の液晶表示
装置の製造方法。
【０１６４】
　（付記５０）
　前記重合性化合物がアクリレート基またはメタクリレート基またはその両方を有する、
付記３４～４９に記載の液晶表示装置の製造方法。
【０１６５】
　（付記５１）
　前記重合性化合物が、アクリレート基またはメタクリレート基を、一分子に複数個有す
る、付記３４～５０に記載の液晶表示装置の製造方法。
【０１６６】
　（付記５２）
　前記液晶が、誘電率異方性が負の液晶である、付記３４～５１に記載の液晶表示装置の
製造方法。
【０１６７】
　（付記５３）
　前記重合後、前記液晶が、電圧無印加時にほぼ垂直配向し、電圧印加時に基板上に形成
された突起または電極の抜きにより方向を規制されながら傾斜する性質を有するようにな
る、付記３４～５２に記載の液晶表示装置の製造方法。
【０１６８】
　（付記５４）
　一対の基板間に、液晶注入口を有する第一のシール壁と、当該第一のシール壁により囲
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まれた液晶層と、当該液晶層中にあって、画像を表示する表示部と、その周辺にある非表
示部とを有し、
　当該非表示部における液晶層の厚さが当該画像表示部における液晶層の厚さより大きく
、
　当該非表示部のうち当該液晶注入口と反対側の位置に、第二のシール壁を設けた
液晶表示装置の製造方法。
【０１６９】
　（付記５５）
　前記第二のシール壁の材質および厚さが、それぞれ、前記第一のシール壁の材質および
厚さと同一である、付記５４に記載の液晶表示装置の製造方法。
【０１７０】
　（付記５６）
　前記第二のシール壁の両端が前記表示部に近接または接触している、付記５４または５
５に記載の液晶表示装置の製造方法。
【０１７１】
　（付記５７）
　前記第一のシール壁と第二のシール壁との距離が、前記表示部と第二のシール壁との距
離よりも大きい、付記５４～５６のいずれかに項記載の液晶表示装置の製造方法。
【０１７２】
　（付記５８）
　前記液晶層に、液晶と、活性エネルギー線または活性エネルギー線と熱の組み合わせに
より重合し得る重合性化合物とを含む液晶組成物を配置し、
　活性エネルギー線の照射または活性エネルギー線の照射と熱とにより当該重合性化合物
を重合させてなる、
付記５４～５７のいずれかに記載の液晶表示装置の製造方法。
【０１７３】
　（付記５９）
　前記重合性化合物がアクリレート基またはメタクリレート基またはその両方を有する、
付記５４～５８のいずれかに記載の液晶表示装置の製造方法。
【０１７４】
　（付記６０）
　前記重合性化合物が、アクリレート基またはメタクリレート基を、一分子に複数個有す
る、付記５４～５９のいずれかに記載の液晶表示装置の製造方法。
【０１７５】
　（付記６１）
　前記液晶が、誘電率異方性が負の液晶である、付記５４～６０のいずれかに記載の液晶
表示装置の製造方法。
【０１７６】
　（付記６２）
　前記液晶が、電圧無印加時にほぼ垂直配向し、電圧印加時に基板上に形成された突起ま
たは電極の抜きにより方向を規制されながら傾斜する性質を有する、付記５４～６１のい
ずれかに記載の液晶表示装置の製造方法。
【０１７７】
　　（付記６３）
　一対の基板間に、液晶注入口を有する第一のシール壁と、当該第一のシール壁により囲
まれた液晶層と、当該液晶層中にあって、画像を表示する表示部と、その周辺にある非表
示部とを有し、
　当該非表示部における液晶層の厚さを当該画像表示部における液晶層の厚さより大きく
し、
　当該非表示部のうち当該液晶注入口と反対側の位置に、第二のシール壁を設ける、
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付記５４～６２のいずれかに記載の液晶表示装置の製造方法。
【０１７８】
　（付記６４）
　第二のシール壁の材質および厚さが、それぞれ、前記第一のシール壁の材質および厚さ
と同一である、付記６３に記載の液晶表示装置の製造方法。
【０１７９】
　（付記６５）
　前記第二のシール壁の両端を前記表示部に近接または接触させる、付記６３または６４
に記載の液晶表示装置の製造方法。
【０１８０】
　（付記６６）
　前記第一のシール壁と第二のシール壁との距離を、前記表示部と第二のシール壁との距
離よりも大きくする、付記６３～６５のいずれかに記載の液晶表示装置の製造方法。
【図面の簡単な説明】
【０１８１】
【図１－Ａ】焼き付きを評価するための液晶表示パネルの表示パターンを示す模式的平面
図である。
【図１－Ｂ】焼き付きを生じた液晶表示パネルの表示画面を示す模式的平面図である。
【図２】液晶表示装置の表示画面を直視する方向から見た場合のバスラインと画素電極の
配置を示す表示パネルの模式的平面図である。
【図３】液晶表示装置の表示パネルの模式的横断面図である。
【図４】液晶表示装置の表示パネルの模式的横断面における等電位線を示す模式図である
。
【図５】液晶表示装置の表示パネルの模式的横断面における等電位線を示す他の模式図で
ある。
【図６】液晶表示装置の表示パネルの模式的横断面における等電位線を示す他の模式図で
ある。
【図７】頂点が信号電極の上に存在する突起を設けた様子を示す液晶表示パネルの模式的
横断面図である。
【図８】図７の模式的横断面における等電位線を示す模式図である。
【図９】液晶表示装置の表示画面を直視する方向から見た場合のバスラインと画素電極の
配置を示す表示パネルの模式的平面図である。
【図１０】液晶表示装置の表示パネルの模式的横断面図である。
【図１１】液晶表示装置の表示パネルの他の模式的横断面図である。
【図１２】液晶パネルの模式的平面図である。
【図１３】液晶パネルの他の模式的平面図である。
【図１４】液晶パネルの他の模式的平面図である。
【図１５】図１４の液晶パネルの模式的横断面図である。
【図１６】液晶パネルの他の模式的平面図である。
【図１７】図１６の液晶パネルの模式的横断面図である。
【符号の説明】
【０１８２】
　２１　　走査電極
　２２　　薄層トランジスタ
　２３　　画素電極のない部分
　３１　　基板
　３２　　基板
　４０　　絶縁層
　４１　　信号電極
　４２　　画素電極
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　４３　　対向電極
　４４　　等電位線
　４５　　液晶分子
　４６　　液晶分子
　４７　　凹み
　４８　　絶縁層
　４９　　絶縁層
　７１　　突起
　７２　　液晶層
　７３　　液晶層接触面のうち、第一の基板側にある面部分
　７４　　斜面
　１２１　ハの字状の異常部分
　１２２　第一のシール壁
　１２３　液晶注入口
　１４１　表示部
　１４２　非表示部
　１４３　第二のシール壁
　１４４　カラーフィルター
　１４７，１４８
　　　　　上下の透明電極

【図１－Ａ】

【図１－Ｂ】

【図２】
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【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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